　　ＧＣ研究懇談会2008年度　事業報告

2008年度GC研究懇談会の活動と行事
4月25日 : 288回GC研究会「GCカラムの基礎、現状、今後」

7月30-8月1日 : キャピラリーガスクロ講習会（座学・実習）

8月22日 ：289回見学会　住友精化千葉工場（標準ガス製造の現場）

9月  3日 ：290回東京コンファレンス講習会「プロが教えるガスクロ自由自在」

9月10日 ：291回日本分析化学会第57年会特別講演

11月2-5日：292回日中韓研究交流会シンポジウム（中国・厦門）

11月13日 ：293回SS2008特別講演（理科大学）

12月12日 ：294回50周年記念特別講演会（工学院大学）


　　「ガスクロの過去・現在・未来」

 2月 27日 ：295回総会と研究会

「第288回ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－

「GCカラムの基礎、現状、今後」

2008年4月25日（金）　島津製作所イベントホールにて

－主題講演－
「キャピラリーカラム温故知新」（座長：森川委員）
(ふだん気づかないキャピラリーカラムのあれこれーガスクロ自由自在を中心に)





     ジーエルサイエンス㈱    古野　正浩

技術講演（座長：和田副委員長、大橋委員）

１．「超薄膜で高耐熱性のPBDE分析用Ultra ALLOY金属キャピラリーカラムの開発に伴う諸現象について」
　　　　　　　　　　　　　　　フロンティア・ラボ㈱　　渡辺　忠一

２．「0.18mm内径のカラムの紹介」
　　　　　　　　　　　　　　　アジレント・テクノロジー㈱   山本　純子

３．「高感度・迅速GC/MS分析に対応した最新のキャピラリーカラムについて」
　　　　　　　　　　　　　バリアン テクノロジーズ ジャパン リミテッド  山下 和之

４．「PureWAX及びMonotrapを使用しての香気成分の分析手法の紹介」
　　　　　　　　　　　　　　　ジーエルサイエンス㈱ 　佐藤　睦

５．「マイクロパックドカラムの試作について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信和化工㈱  小寺　健三

その他　ピッツバーグコンファレンス報告　　　　　　　　　　　　大橋委員、神田委員

100名程度の参加者があった。

―意見交換会―
第14回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会

―応用（アプリケーション）のための基礎―

2008年７月30日（水）～8月1日（金）　首都大学東京南大沢キャンパスにて

1日目（７月30日（水））＜講義＞

2・3日目（７月31日（木）・8月１日（金））　＜実習＞　

40名程度の受講者があった。
「第289回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会－

住友精化千葉工場（標準ガス製造の現場）
13名の参加者があった。
「第290回ガスクロマトグラフィー研究会」－講習会－

「プロが教えるガスクロ自由自在」
150名程度の参加者があった。

「第291回ガスクロマトグラフィー研究会」　日本分析化学会第57年会

　

30名程度の参加者があった。

「第292回ガスクロマトグラフィー研究会」　 日中韓環境分析研究交流会シンポジウム

2008年11月2-5日　厦門（中国）の厦門大学にて開催
40周年記念事業として始まった海外交流の7回目で、CJK Symposiumの形になって5回目の開催です。日本から25名、韓国から3名、中国から約100名の参加者があり、発表75件（口頭39件、ポスター36件）、中国・韓国からの参加者の研究レベルも高く、発表分野も多岐にわたり様々な分野で大いに情報交換を行うことができました。分析化学会の支援を頂き、GC、LC、FIA、IC、環境分析懇の委員長及びメンバーの参加を得た他、関連企業をはじめ多くの方々の支援と協力を得ました。現地では島津（中国）とNEDOの支援も得て盛会でした。
「第293回ガスクロマトグラフィー研究会」　　セパレーションサイエンス（SS2008）

2008年11月13～14日　東京理科大学にて

SS2008の参加者は約　　名でした。
「第294回ガスクロマトグラフィー研究会」 －50周年記念特別講演会－

2008年12月12日（金）　工学院大学アーバンテックホールにて
－主題講演－「ガスクロの過去・現在・未来」
―意見交換会―
120名程度の参加があった。

「第295回ガスクロマトグラフィー研究会」 －総会と講演会－

2009年2月27日（金）　(独)産業技術総合研究所臨海副都心センターにて
総会 

2008年度事業報告・会計報告

2009年度事業計画・予算案

講演会：「ガスクロマトグラフの多様性と可能性」
＜主題講演＞
「スプリット・スプリットレス導入は正しく使われているか？」和田豊仁（島津製作所）
＜技術講演＞

「ガスクロの多様な試料前処理方法、試料導入システム、多様な選択性検出器と使い方」

技術講演１：ガスクロの多様な試料前処理方法、試料導入システムと使い方

「NeedlExによる気体試料の濃縮及び加熱脱離注入」松浦　壽（信和化工株式会）

「急速加熱・急速冷却可能なGC注入口の応用について」武井義之　（ジーエルサイエンス）

「ダイナミックヘッドスペース（DHS)とその応用」落合伸夫（ゲステル(株)）

他　協賛企業各社

技術講演２：ガスクロの多様な選択性検出器と使い方

「非放射線源ECD検出器と応用」豊浦行雄（㈱ジェイ・サイエンス・ラボ）

「GCの多様な選択性検出器とその利用」田中雅之（テクノインターナショナル）

他　協賛企業各社
【出版】

役に立つガスクロ分析（仮題）：編集中、みみずく舎
ＧＣ研究懇談会2009年度事業計画

「第296回ガスクロマトグラフィー研究会」 －講演会－

2009年?月
講演テーマ「　　　　　　　　　　」
5月16～17日　第70回分析化学会討論会　和歌山大学にて

7月頃　第15回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会

8月頃　（第297回）ガスクロマトグラフィー研究会　見学会
9月1,2日　（第298回）2009年日中韓シンポジウム（JIMAカンファレンスにて）
9月24～26日　(第299回)日本分析化学会第58年会　北海道大学　講演会
秋　　（第300回）セパレーションサイエンス（SS2009）
12月　(第301回)特別講演会（GC研究懇談会300回記念）
2月　 総会と講演会
【特別事業計画】

①出版：役に立つガスクロ分析（みみずく舎）

②アーカイブ：ガスクロ研究懇談会50年の歩み
③GC研究懇談会300回記念事業（2009年度）

以　上
